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研究課題
　　ファインマン振幅の自動計算と高エネルギー実験解析への応用

研究内容

素粒子反応の散乱断面積の計算に現われるファインマン・ループ積分（積分領域内に特異性をもつ多次元複素積分）を求めるために、数値積分法とイプシロン算法を組み合わせてた直接計算法を用いて、プログラムの開発研究を進めている。並列化により大幅に実行時間を短縮することが可能で、またこのような方法で計算する場合に、多倍長の計算が必要となり、多倍長計算に関するアルゴリズムの調査も行った。現在は、アクレラレータGRAPE-DR等について多倍長計算に関する研究も行っている。

特に高エネルギー加速器研究機構のスーパーコンピュータシステムを利用した成果ではないが、プログラム開発の研究の成果について以下の参考論文リストに示す。
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